
　2024年2月21日（水）JRホテルクレメント徳島
（徳島市）において、中国・四国9県の地方労福
協で構成される「西部労福協（労働者福祉西部
協議会）」第54回定期総会が、役員、代議員、
来賓含め総勢約70名の参加を得て盛大に開催さ
れました。
　議長には岡山県労福協の有元純一代議員が承
認され、議長就任あいさつがなされた後、西部
労福協を代表して森信之会長より総会開会のあ
いさつがなされました。

　続いて来賓あいさつとして中央労福協・南部美智代事務局長より祝辞を賜った後、後藤田正純徳
島県知事（徳島県商工労働観光部・東條洋士・ 産業振興統括監兼副部長代読）より、次に内藤佐和
子徳島市長より歓迎の祝辞を賜りました。
　そして開催県労福協代表あいさつとして、森本佳広徳島県労福協会長からも歓迎のあいさつがあ
りました。
　他に労働者福祉業団体の来賓として中国労働金庫理事長・戸守学様、四国労働金庫副理事長・十
川淳二様、こくみん共済 coop 徳島推進本部本部長・大谷竹人様からそれぞれ席上で一言ずつあい
さつを賜りました。
　議事に入り、報告事項については、第1号議案「2023年度活動報告」第２号議案「2023年度決算
報告」について、満場一致で承認されました。
　審議事項についても第 3号議案「2024 年度活動方針（案）」第４号議案「2024 年度予算（案）」第５号
議案「役員の改選について」が一括提案され、満場一致の拍手により承認されました。
　そして新役員として徳島県労福協の森本会長が西部労福協の会長に就任することとなり、森本新
会長からは「西部労福協は、各県の歴史や文化を尊重しつつ、労働組合や労働者福祉事業団体と連
携した具体的な取り組みを展開するとともに、労働者福祉運動の理念・歴史リーダー養成講座や研
究集会を通じて、若い世代・女性の参画や育成に取り組む」との力強いあいさつがありました。
　総会終了後は、本県の美波町が舞台の「波乗りオフィスへようこそ」が上映され、本県の魅力や
地方創生の取り組みなどの情報発信ができました。無事総会も成功裡に終わり、関係者の皆様のご
協力に厚く感謝申し上げます。
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本県において第54回西部労福協定期総会が開催される！

「労福協NEWS」は、連合、労金、こくみん共済 coop、勤労者福祉ネットワーク、労福協の 5団体による「共同デスク編集委員会」を持ち発行しています。
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全労済から「こくみん共済 coop」へ



と　く　し　ま　労　福　協

　「県民と働く者のとくしまフェスタ2023」の

行事の一つとして、第 31回労働者福祉メー

デーが 2024 年３月８日（金）、ヒューマンわー

くぴあ徳島５階大ホールにて開催され、会員

団体、関係団体などから41名が出席しました。

　冒頭、徳島県労福協の森本会長より開会の

挨拶があり、「徳島は生協の父と言われる賀川

豊彦ゆかりの地。本日の講演でしっかり学び、

来年の労福協50周年記念事業へとつなげてい

きたい」と述べられました。次に、同じく徳

島県労福協の梶本専務より「第31回労働者福

祉メーデー宣言（案）」が提案され採択されま

した。続けて「2024年度労働者福祉に関する

重点課題」については、貧困の連鎖の社会の

是正、生活困窮者自立支援事業の推進、多重

債務対策の拡充、とくしま外国人雇用促進事

業が主な項目として取り上げられました。

　基調講演は、日本労働者協同組合連合会の

理事長を務められ労働者福祉中央協議会の副

会長でもある古村伸宏さんを講師としてお招

きし、「労働者協同組合法施行後の現状と将来

展望」と題した１時間半にわたるご講演をし

て頂きました。古村伸宏さんは労働者協同組

合センター事業団の入職後、各地の事業所長、

事業本部長を歴任され、2001年より日本労働

者協同組合（ワーカーズコープ） 連合会事務局

長、2006年より専務理事、そして理事長へと、

一意専心にこの道を歩んで来られました。

　講演では、まず2022年の労働者協同組合法

施行後の動きについて、全国の協同組合法人

の設立数や新聞報道なども交え紹介がありま

した。次に労働者協同組合の基本原理につい

て、法律の条文が読み解かれました。また、

市場原理の中で人々の需要が飽和し資本主義

が臨界点に至っている現状、経済を再びコ

ミュニティや自然とつなぐ「コミュニティ経

済」が時代の潮流となることが述べられまし

た。講演後半では、フリースクールや学習支

援などについて、全国の協同組合の取り組み

が紹介されました。

第31回労働者福祉メーデー

労　福　協

（２）2024年4月

外国人労働相談 ( 徳島県委託事業 )

一般労働相談の一環として、徳島県で雇用されている外国人労働者に、労働
問題に関する相談を実施しています。賃金、労働時間、休日、健康と安全な
どの問題でお悩みがあれば、お気軽にお電話またはお越しください。

【相談場所】
　徳島県労働者福祉協議会　
　仕事なんでも相談室
　    ( 徳島市昭和町３丁目 35-1 労働福祉会館内 )

【相  談  料】　無  料

【フリーダイヤル】

　　TEL  0120-258387
【実施日時】

　　毎 週  火・木曜日 13:00～17:00
                              　※祝日及び年末年始は除く



と　く　し　ま　労　福　協 2024年4月（３）

連　　合

県民と働く者のとくしまフェスタ2023「2024Syunto ふれあいファミリーデー」

「未来のわたし」絵画コンクールの表彰式

　県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会、

連合徳島は、2024 年３月17日（日）、2024 Syunto

ふれあいファミリーデー「未来のわたし」絵画コン

クールの表彰式を徳島市万代町にある特定非営

利活動法人Creer（クレエール）で開催しました。

　応募作品は県内の小学生を対象に募集をか

け、個人での応募や、小学校・学童保育をはじ

め、絵画教室や連合徳島の構成組織などから

多くの作品が寄せられました。受賞作品の選

考には、画家の青木成実先生をはじめ、連合徳

島会長および執行部、（公社）徳島県労働者福

祉協議会会長および役員が行い、「最優秀賞」

「連合徳島会長賞」「徳島県労福協会長賞」は各

賞「低学年の部」「高学年の部」合わせて６人が

受賞し、「特選」は各部門から合わせて 10 人、

「夢ふくらむで賞」は全体の中から 20 人が選

ばれました。

　表彰式の開会にあたり主催者を代表して、

島会長から労働組合・連合徳島の説明があり、

「皆さんが未来の自分をイメージしていろい

ろな夢を膨らませたことが作品を拝見してよ

く伝わってきました。まずは自分の夢を持ち、

その実現に向けて少しずつ努力することが大

切です。皆さんに素晴らしい未来がやってく

ることをお祈りします。」と、挨拶がありまし

た。

　その後、参加された受賞者に島会長、森本

会長、青木先生から表彰状授与と景品が授与さ

れ、青木先生から

子どもたちの作品

に対するコメント

をいただき、徳島

県労働者福祉協議

会森本会長からの閉会の挨拶で絵画コンクー

ルの表彰式を終了しました。

　各賞の受賞者は、最優秀賞「低学年の部」

尾﨑めいさん、「高学年の部」古田穣さん、連

合徳島会長賞「低学年の部」桑野珠莉さん、

「高学年の部」蔵田彩香里さん、徳島県労福協

会長賞「低学年の部」瀬尾柚衣さん、「高学年

の部」藤島未樹子さんです。なお、連合徳島ホ

ームページにて、特選および夢ふくらむで賞

も含むすべての受賞作品を紹介しています。

作品は、表彰式会場でもあった特定非営利活

動法人Creer（クレエール）にて３月24日（日）

まで展示しました。



と　く　し　ま　労　福　協

　四国労働金庫は社会貢献活動の一環として、「女性が健康で長く働くことができる社会

づくり」に貢献するために、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さを伝える

「ピンクリボン運動」への支援に取り組んでいます。

　具体的には、四国ろうきんのATMにおいて、ろうきんカード（マイプラン含む）およ

び他行カードでの支払い１回につき１円を四国ろうきんが負担し、「ピンクリボン運動」

を実施している四国地区の公益財団法人日本対がん協会のグループ組織に寄付するもの

で、2023年度の取組期間（2023年２月～2024年１月）における寄付金額は639,492円と

なりました。

　なお、2024年度も引き続き取り組みます。

（４）　2024 年４月

全 労 済ろ う き ん

寄付金額　合計　６３９，４９２円　
　（2012年度からの累計金額　１０，７３５，７８６円）

地　区　　 寄付金額 寄　　付　　先 所在地

徳　島 　 108,366円
公益財団法人 
とくしま未来健康づくり機構

徳島市
蔵本町

ピンクリボン かがわ県協議会

ピンクリボン えひめ協議会

公益財団法人 高知県総合保健協会
高知市
桟橋通

松山市
味酒町

高松市
郷東町

高　知     237,929 円

愛　媛 　 165,315円

香　川 　 127,882円

四国労働金庫『ピンクリボン運動』四国労働金庫『ピンクリボン運動』



3623X006
こくみん共済 coop 徳島推進本部

（徳島県共済生活協同組合）

「こくみん共済」誕生40周年記念イベント
ミュージカル「オズの魔法使い」開催報告

    「こくみん共済」誕生 40 周年の感謝を込めて、2024 年 2 月 3 日（土）に「藍住町総合
文化ホール」にて、ミュージカル「オズの魔法使い」を開催いたしました。
　組合員の皆さまをはじめ、344 名の方々にご来場いただき、大ホールにてミュージカ
ルを鑑賞いただきました。小ホールでは、「子どもの健全育成」の取り組みの一つとし
て、防災パネル展示コーナー、災害 VR体験コーナーを設置し、家族やご友人と一緒に
防災・減災について楽しく学んでいただきました。
　こくみん共済 coop 徳島推進本部は、今後も引き続き「子どもの健全育成」に取り組
み、地域の皆さまと共に、子どものすこやかな成長を応援し、たすけあいの気持ちを次
の社会につなぐ活動を行ってまいります。

と　く　し　ま　労　福　協 2024年4月（５）　

こくみん共済 coop



と　く　し　ま　労　福　協（６）2024年4月

勤労者福祉ネットワーク

徳島からの参加メンバーによる勝どき「エイ！エイ！オー！」

勤労者福祉ネットワーク隊は赤い陣羽織で出陣！

朝一番から行列ができたリユース会（400名が参加）

小さなこどもたちからも被災地支援の募金！ヘンゼルとグレーテルの舞台

◆「あい♡あいファミサポフェスティバル2023」
　　１月27日、今年のあい♡あいファミサポフェスティ
バルは、劇団飛行船による『ヘンゼルとグレーテル』
の公演（於：藍住町総合文化ホール）。午前、午後の
２回公演で800名を超える親子がグリム童話の世界
に引き込まれました。
　　また、財団の子育てサポート部から提供された
リユース品を小ホールいっぱいに並べ、大規模リユー
ス会も実施しました。
　　終演後、ロビーで能登半島地震の募金を呼び掛
け、子どもたちからたくさんの募金をいただきました。
リユース会の募金とあわせて58 ,309円が集まり、
会場は皆さんの優しい気持ちで溢れました。

◆「第８回三好長慶公武者行列 in大東市」に参加
　　３月２日、大阪府大東市で行われた「第８回三好
長慶公武者行列 in大東市」に、徳島から「勤労者
福祉ネットワーク隊（久積育郎隊長）として、畿内
進出を」と、15名が参加しました。
　　各地から集まった三好長慶ゆかりの団体は、衣装
や小道具など各々工夫を凝らした出たちで参加、オ
ープニングでは、参加団体ごとに勝どきを上げ、心
を一つにして武者行列に挑みました。
　　武者行列には約300名が参加、大東市の北条公園、
野崎参道商店街などを約２km練り歩き、三好長慶
のNHK大河ドラマ化を内外にアピールしました。
　　沿道にはホラ貝の音と勝どきが響き、地元住民の
笑顔の歓迎と天気に恵まれ、参加者は、非日常を満
喫しました。
　　帰りの車中「三好長慶のNHK大河ドラマ化で、
徳島を元気にしよう」と確認しあい、１日の短い畿
内進出を締めくくりました。



と　く　し　ま　労　福　協

地域ライフサポートセンターの活動

2024年4月（７）

徳島中央ライフサポートセンター

2023年度自動車運転免許取得特別講座

（徳島講座）閉講式

　2023 年７月７日（金）から2024 年３月１日（金）
まで 30回にわたった当講座は、2024 年３月１日

に閉講式を行いました。

　森本会長の閉講あいさつにつづき、木邨先

生から「受講生の皆さんは、熱心に講義を聞い

てくれました。今の努力を続けていくと必ず運

転免許が取得できます。頑張ってください。」と

８名（当日２名欠席）の受講生に励ましの言葉

をいただきました。また、2022年度の受講生

で、念願の運転免許取得が叶った方へ、お祝い

金の贈呈が森本会長からあり、お礼の言葉と共

に運転免許取得までの努力話、今回の受講生

の皆さんにアドバイス等を頂きました。今年度

の受講生からは、木邨先生へのお礼、今後の決

意等受講感想を話していただきました。

　そして、全員で記念撮影の後、閉講式を終了

し、最後の勉強会へと移りました。

徳島西部ライフサポートセンター

～地域貢献事業（スポーツ少年団支援）～

　徳島西部ライフサポートセンターでは、地域貢
献事業として、スポーツ少年団支援を行っていま
す。活動を通じて「徳島西部ライフサポートセン

ター」の名前を知っていただく機会も増えました。
　ここ最近はコロナ禍ということもあり中止や延
期になることが多かったのですが、今年度は４つ
の大会の支援を行うことができました。
①第37回徳島県西
部小学生バレー
ボール連盟春季
大会（5/21）
②第18回東みよし
町スポーツ少年団サッカー大会（10/14）
③第28回ＰＨＣ杯少年サッカー大会（2/12）

④第7回阿波池田ライオンズクラブ旗争奪学童軟
式野球大会（3/10）
　それぞれの大会では、優勝をめざし熱戦が
繰り広げられ無事に開催できました。交付した
協賛金は、トロフィー
やメダルなどに使わ
れています。
　今後も地域の皆様
との繋がりを大事に、
そして少しでも子どもたちの力になれるよう、支
援を続けてまいります。

徳島南部ライフサポートセンター

2023年度自動車運転免許取得講座　閉講式

　2024年２月３日（土）、７月から７ヶ月間30回

にわたる、自動車運転免許取得特別講座の最

終日を迎えることが出来ました。

　講座に先立ち閉講式が行われ、労福協森本

会長から、「７ヶ月間に及ぶ長期にわたり熱心に

受講された受講生

の皆さんご苦労

様でした。また優

しいハートで厳し

く指導された寶先

生に心から御礼申し上げます。これからも、一

緒に勉強した仲間と連絡を取り合いながら、励

ましあって目標を達成していただき、また交通

に関する情報にも敏感になって事故を起こさな

いよう心掛けていただきたい。長い人生、チャレ

ンジする心を持ち続け、努力を惜しまず頑張っ

てほしいと思います。皆さんの今後に輝かしい

未来が待っていることを祈念申し上げます。」と、

閉講に際してのエールが送られました。

　講師の寶先生からは、「今日までに習ったこ

とは、事故を起こさないための最低限のルール

です。免許取得後もマナーを守り事故を起こさ

ない、違反をしないよ

う運転してください。い

つ免許が取れるのか楽

しみに待っています。」

と、免許取得に向けて

温かいお言葉をいただきました。

　受講生からは、「長期にわたりご指導ありが

とうございました。初めのうちは、分からないこ

とばかりでしたが、受講回数を重ねるごとに少

しずつ理解できるようになりました。今日で最

後の受講になりますが、今後は家でも勉強して

早く免許が取れるように頑張ります。また、免許

を取ってからも安全を心掛け運転したいと思い

ます。」と受講の感想や、お礼の言葉が述べら

れました。

　和やかな雰囲気の中で、記念撮影を行い式

典が終了しました。

　皆さん、自動車学校への挑戦、自信を持って

頑張ってください。引き続き南部ライフサポート

センターは、皆さんの努力が報われますよう、

色 な々サポートを続けてまいります。

きむら
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徳島中央ライフサポートセンター

2023年度自動車運転免許取得特別講座

（徳島講座）閉講式

　2023 年７月７日（金）から2024 年３月１日（金）
まで 30回にわたった当講座は、2024 年３月１日

に閉講式を行いました。

　森本会長の閉講あいさつにつづき、木邨先

生から「受講生の皆さんは、熱心に講義を聞い

てくれました。今の努力を続けていくと必ず運

転免許が取得できます。頑張ってください。」と

８名（当日２名欠席）の受講生に励ましの言葉

をいただきました。また、2022年度の受講生

で、念願の運転免許取得が叶った方へ、お祝い

金の贈呈が森本会長からあり、お礼の言葉と共

に運転免許取得までの努力話、今回の受講生

の皆さんにアドバイス等を頂きました。今年度

の受講生からは、木邨先生へのお礼、今後の決

意等受講感想を話していただきました。

　そして、全員で記念撮影の後、閉講式を終了

し、最後の勉強会へと移りました。

徳島西部ライフサポートセンター

～地域貢献事業（スポーツ少年団支援）～

　徳島西部ライフサポートセンターでは、地域貢
献事業として、スポーツ少年団支援を行っていま
す。活動を通じて「徳島西部ライフサポートセン

ター」の名前を知っていただく機会も増えました。
　ここ最近はコロナ禍ということもあり中止や延
期になることが多かったのですが、今年度は４つ
の大会の支援を行うことができました。
①第37回徳島県西
部小学生バレー
ボール連盟春季
大会（5/21）
②第18回東みよし
町スポーツ少年団サッカー大会（10/14）
③第28回ＰＨＣ杯少年サッカー大会（2/12）

④第7回阿波池田ライオンズクラブ旗争奪学童軟
式野球大会（3/10）
　それぞれの大会では、優勝をめざし熱戦が
繰り広げられ無事に開催できました。交付した
協賛金は、トロフィー
やメダルなどに使わ
れています。
　今後も地域の皆様
との繋がりを大事に、
そして少しでも子どもたちの力になれるよう、支
援を続けてまいります。

徳島南部ライフサポートセンター

2023年度自動車運転免許取得講座　閉講式

　2024年２月３日（土）、７月から７ヶ月間30回

にわたる、自動車運転免許取得特別講座の最

終日を迎えることが出来ました。

　講座に先立ち閉講式が行われ、労福協森本

会長から、「７ヶ月間に及ぶ長期にわたり熱心に
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受講された受講生

の皆さんご苦労

様でした。また優

しいハートで厳し

く指導された寶先

生に心から御礼申し上げます。これからも、一

緒に勉強した仲間と連絡を取り合いながら、励

ましあって目標を達成していただき、また交通

に関する情報にも敏感になって事故を起こさな

いよう心掛けていただきたい。長い人生、チャレ

ンジする心を持ち続け、努力を惜しまず頑張っ

てほしいと思います。皆さんの今後に輝かしい

未来が待っていることを祈念申し上げます。」と、

閉講に際してのエールが送られました。

　講師の寶先生からは、「今日までに習ったこ

とは、事故を起こさないための最低限のルール

です。免許取得後もマナーを守り事故を起こさ

ない、違反をしないよ

う運転してください。い

つ免許が取れるのか楽

しみに待っています。」

と、免許取得に向けて

温かいお言葉をいただきました。

　受講生からは、「長期にわたりご指導ありが

とうございました。初めのうちは、分からないこ

とばかりでしたが、受講回数を重ねるごとに少

しずつ理解できるようになりました。今日で最

後の受講になりますが、今後は家でも勉強して

早く免許が取れるように頑張ります。また、免許

を取ってからも安全を心掛け運転したいと思い

ます。」と受講の感想や、お礼の言葉が述べら

れました。

　和やかな雰囲気の中で、記念撮影を行い式

典が終了しました。

　皆さん、自動車学校への挑戦、自信を持って

頑張ってください。引き続き南部ライフサポート

センターは、皆さんの努力が報われますよう、

色 な々サポートを続けてまいります。

たから

徳島市昭和町3丁目35-1　徳島県労働福祉会館5Ｆ
月～金　10:00~17:00
土・日・祝
chuou-lifeh@utopia.ocn.ne.jp

三好市池田町マチ2212-2
月～金　10:00~17:00
土・日・祝
seibu-life@wish.ocn.ne.jp

阿南市富岡町玉塚21 里見ビル1F
月～金　10:00~17:00
土・日・祝
nanbu-life@vanilla.ocn.ne.jp

■徳島中央ライフサポートセンター

ライフサポートセンターライフサポートセンター

■徳島西部ライフサポートセンター ■徳島南部ライフサポートセンター

仕事や家庭、暮らしの悩みはありませんか？
どんな相談でも専門のアドバイザーが無料でお答えします。

お問い
合わせ

電 話 : 088-623-4105 
FAX：088-678-4177

お問い
合わせ

電 話 : 0883-72-8611 
FAX：0883-72-8622

お問い
合わせ

電 話 : 0884-24-9501 
FAX：0884-24-9503

相談無料
秘密厳守

●暮らし・生活の相談　　●法律相談
●子育て・介護・老後の相談　
●保険・金融の相談
●労働相談

●仕事相談　　　　●保険・金融の相談
●暮らし・生活の相談　
●法律相談

毎月定例相談（法律相談など）や生活全般
の一般相談を行っています。ご予約いた
だいてからのご相談となっています。
お気軽にご連絡ください。
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フードバンクとくしま

　フードバンクとくしまは、2012年２月に県内で

初めてフードバンク事業にかかる研修会を実施

し、ワーカーズコープ・徳島県勤労者福祉ネット

ワーク・徳島県労働者福祉協議会の三者を中心

に準備会を立ち上げ、翌2013年８月24日に設立

されました。

　発足当初から越年支援にも取り組み、「もった

いないからありがとうへ」を合い言葉に、フード

ロスの削減と生活困窮者支援を中軸に、積極的

に事業者回りをして協力要請など取り組みを開

始しました。

　その後、翌年の2014年にはNPO法人の認証を

取得し、2015年には、中間就労の場としての「フ

ードバンク農園」を開所すると共に、フードバンク

事業の浸透を図る立場から、パペット人形劇を

制作し、上演活動を開始しました。

　2016年には「生き生き安心とくしま子ども食

堂」を開設、2019年には秋山達さんからの寄付を

「秋山子ども未来基金」として子ども食堂の開

設・拡大への支援を行うと共に、基金を活用して

キッチンカーを制作し、「移動子ども食堂」とし

て、学童保育の現場や各種イベントに出動して機

動力を発揮しています。

　2020年からのコロナ禍には、生活困窮者の支

援とともに、特に物価高騰や経済的不況の影響

を受けた一人親支援や各大学の外国人留学生

支援などを行い、2023年には団体支援に加え

て、個人支援としての「ロッカーステーション事

業」をスタートさせました。

　昨年10周年を迎えたことから、12月2日、内藤

徳島市長や徳島県危機管理環境部森副部長、

農水省中四国農政局永井食品企業課長、消費

者庁新未来創造戦略本部相本次長、県社協安

井副会長などの来賓を迎え、「フードバンクとくし

ま設立10周年記念式典」を行いました。

　記念式典には、関係者約50人の参加の下、記

念講演として、徳島の地でフードバンク事業のき

っかけを作っていただいたセカンドハーベストの

坂本様から「地域に根ざしたフードセーフティネ

ットづくりが重要だ」という講演をいただき、この

10年間に様 な々場面で、食品提供やフードドライ

ブ、あるいは流通部門などで協力をいただいた9

つの企業や団体の代表者・個人の皆様に感謝の

盾を贈呈するとともに、ボランティアの皆さんによ

る「フードロスをなくそう」というパペット人形劇

の上演など、和気藹々の雰囲気で進められまし

た。

　フードバンクとくしまは、これまでの10年の取り

組みを踏まえ、「もったいないから食品ゼロウェ

イストへ」「ありがとうから社会的自立へ」展望を

持ちつつ、これからの取り組みの拡充を図って参

ります。

　引き続き、会員を始め、関係団体の皆様のご

理解とご支援をお願いします。

フードバンク事業10周年を経て新たな地平へ
 ～ 10 周年記念式典を開催～
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徳島市昭和町 3 丁 目 3 5 - 1         　 ☎  ( 0 8 8 )  6 2 3 - 1 1 1 1
三 好 市 池 田 町 サ ラ ダ 1 6 1 2 - 2 　     ☎  ( 0 8 8 3 )  7 2 - 0 3 9 9
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徳島ローンセンター
德島市中島田町 1 丁目 11 - 1
☎ ( 0 8 8 ) 6 3 4 - 1 0 0 0

徳島北ローンセンター
板野都北島町中村字東開 10 - 5
☎（088）698 - 1 1 1 2

徳 島 支 店
池 田 支 店
德 島 北 支 店
阿 南 支 店
鴨 島 支 店

761-2023-001

「こくみん共済  coop」は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心と
ゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛
同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の
組合員となることで、各種共済制度ををご利用いただけます。

徳島推進本部
（徳島県共済生活協同組合）
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